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【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   21/00     １０１　
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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月24日(2019.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面圧縮応力（ＣＳ）が４５０ＭＰａ以上の化学強化ガラスであって、
　ガラス表面から９０μｍの深さの部分の圧縮応力値（ＣＳ９０）が２５ＭＰａ以上、又
は、ガラス表面から１００μｍの深さの部分の圧縮応力値（ＣＳ１００）が１５ＭＰａ以
上であり、
　前記化学強化ガラスの母組成が、酸化物基準のモル百分率表示で、ＳｉＯ２を５８～７
０％、Ａｌ２Ｏ３を１０～１８％、Ｂ２Ｏ３を０～３％、Ｐ２Ｏ５を０～２％、Ｌｉ２Ｏ
を８～１３％、Ｎａ２Ｏを２～６％、Ｋ２Ｏを０～２％、ＭｇＯを０～５％、ＣａＯを０
～６％、ＳｒＯを０～６％、ＢａＯを０～６％、ＺｎＯを０～５％、ＴｉＯ２を０～１％
、ＺｒＯ２を０．５～２％を含有し、
　前記化学強化ガラスの母組成におけるＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、Ｂ２Ｏ３、Ｐ２Ｏ５、Ｌ
ｉ２Ｏ、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、ＭｇＯ、ＣａＯ、ＳｒＯ、ＢａＯ及びＺｒＯ２の各成分の酸
化物基準のモル百分率表示による含有量を用いて、下記式に基づき算出されるＸの値が３
００００以上である化学強化ガラス。
　Ｘ＝ＳｉＯ２×３２９＋Ａｌ２Ｏ３×７８６＋Ｂ２Ｏ３×６２７＋Ｐ２Ｏ５×（－９４
１）＋Ｌｉ２Ｏ×９２７＋Ｎａ２Ｏ×４７．５＋Ｋ２Ｏ×（－３７１）＋ＭｇＯ×１２３
０＋ＣａＯ×１１５４＋ＳｒＯ×７３３＋ＺｒＯ２×５１．８
【請求項２】
　表面圧縮応力（ＣＳ）が４５０ＭＰａ以上の化学強化ガラスであって、
　ガラス表面から９０μｍの深さの部分の圧縮応力値（ＣＳ９０）が２５ＭＰａ以上、又
は、ガラス表面から１００μｍの深さの部分の圧縮応力値（ＣＳ１００）が１５ＭＰａ以
上であり、
　前記化学強化ガラスの母組成が、酸化物基準のモル百分率表示で、ＳｉＯ２を５８～７
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０％、Ａｌ２Ｏ３を１０～１８％、Ｂ２Ｏ３を０～３％、Ｐ２Ｏ５を０～２％、Ｌｉ２Ｏ
を８～１３％、Ｎａ２Ｏを２～６％、Ｋ２Ｏを０～２％、ＭｇＯを０～５％、ＣａＯを０
～６％、ＳｒＯを０～６％、ＢａＯを０～６％、ＺｎＯを０～５％、ＴｉＯ２を０～１％
、ＺｒＯ２を０．５～２％を含有し、
　前記化学強化ガラスの母組成におけるＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、Ｂ２Ｏ３、Ｐ２Ｏ５、Ｌ
ｉ２Ｏ、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、ＭｇＯ、ＣａＯ、ＳｒＯ、ＢａＯ及びＺｒＯ２の各成分の酸
化物基準のモル百分率表示による含有量を用いて、下記式に基づき算出されるＹの値が０
．７以上である化学強化ガラス。
　Ｙ＝ＳｉＯ２×０．００８８４＋Ａｌ２Ｏ３×０．０１２０＋Ｂ２Ｏ３×（－０．００
３７３）＋Ｐ２Ｏ５×０．０００６８１＋Ｌｉ２Ｏ×０．００７３５＋Ｎａ２Ｏ×（－０
．００２３４）＋Ｋ２Ｏ×（－０．００６０８）＋ＭｇＯ×０．０１０５＋ＣａＯ×０．
００７８９＋ＳｒＯ×０．００７５２＋ＢａＯ×０．００４７２＋ＺｒＯ２×０．０２０
２
【請求項３】
　板厚ｔが２ｍｍ以下の板状である請求項１または２に記載の化学強化ガラス。
【請求項４】
　下記条件での砂上落下試験による平均割れ高さが２５０ｍｍ以上であり、
　下記条件での圧子圧入試験による破砕数が３０個以下であり、
　板厚ｔが０．４～２ｍｍであり、
　母組成が、酸化物基準のモル百分率表示で、ＳｉＯ２を５８～７０％、Ａｌ２Ｏ３を１
０～１８％、Ｂ２Ｏ３を０～３％、Ｐ２Ｏ５を０～２％、Ｌｉ２Ｏを８～１３％、Ｎａ２

Ｏを２～６％、Ｋ２Ｏを０～２％、ＭｇＯを０～５％、ＣａＯを０～６％、ＳｒＯを０～
６％、ＢａＯを０～６％、ＺｎＯを０～５％、ＴｉＯ２を０～１％、ＺｒＯ２を０．５～
２％を含有し、
　表面圧縮応力（ＣＳ）が４５０ＭＰａ以上であり、かつ、
　圧縮応力層の深さ（ＤＯＬ）が１００μｍ以上である化学強化ガラス。
　砂上落下試験条件：
　硬質ナイロン製のモック板（５０ｍｍ×５０ｍｍ、重量：５４ｇ）に化学強化ガラス（
５０ｍｍ×５０ｍｍ×板厚ｔ（ｍｍ））をスポンジ両面テープ（５０ｍｍ×５０ｍｍ×厚
み３ｍｍ）を介して貼り合わせ、測定試料を作製する。次に、１５ｃｍ×１５ｃｍのサイ
ズのＳＵＳ板上に、１ｇのけい砂（竹折社製５号けい砂）を均一となるようにまき、作製
した測定試料を、化学強化ガラスを下にして、けい砂がまかれたＳＵＳ板の表面に所定の
高さ（落下高さ）から落下させる。落下試験は、落下高さ：１０ｍｍから開始して、１０
ｍｍずつ高さを上げて実施し、化学強化ガラスが割れた高さを割れ高さ（単位ｍｍ）とす
る。落下試験は各例について５回以上実施し、落下試験での割れ高さの平均値を、平均割
れ高さ（単位：ｍｍ）とする。
　圧子圧入試験条件：
　２５ｍｍ×２５ｍｍ×板厚ｔ（ｍｍ）の化学強化ガラスに対して、対面角の圧子角度６
０度を有するダイヤモンド圧子を用いて、３～１０ｋｇｆの荷重を１５秒間保持する圧子
圧入試験により、化学強化ガラスを破壊させて、破壊後の化学強化ガラスの破砕数を計測
する。２５ｍｍ×２５ｍｍより大きなサイズの化学強化ガラスを用いるときは、化学強化
ガラス内に２５ｍｍ×２５ｍｍの領域を表示し、その領域内で圧子圧入試験および破砕数
の計測を行う。化学強化ガラスが曲面形状を持つときは、投影面積で２５ｍｍ×２５ｍｍ
のサイズを化学強化ガラスの曲面上に表示させ、その領域内で圧子圧入試験および破砕数
の計測を行う。
【請求項５】
　ガラス表面から１００μｍの深さの部分の圧縮応力値と板厚ｔ（ｍｍ）の二乗との積（
ＣＳ１００×ｔ２）が５ＭＰａ・ｍｍ２以上である請求項１～４のいずれか１項に記載の
化学強化ガラス。
【請求項６】
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　圧縮応力層の面積Ｓｃ（ＭＰａ・μｍ）が３００００ＭＰａ・μｍ以上である請求項１
～５のいずれか１項に記載の化学強化ガラス。
【請求項７】
　内部の圧縮応力の大きさが表面圧縮応力（ＣＳ）の２分の１になる部分の深さｄｈが８
μｍ以上である請求項１～６のいずれか１項に記載の化学強化ガラス。
【請求項８】
　圧縮応力が最大となる位置ｄＭがガラス表面から５μｍの範囲にある請求項１～７のい
ずれか１項に記載の化学強化ガラス。
【請求項９】
　圧縮応力層の深さ（ＤＯＬ）が１１０μｍ以上である請求項１～８のいずれか１項に記
載の化学強化ガラス。
【請求項１０】
　前記化学強化ガラスの母組成を有するガラスの破壊靱性値（Ｋ１ｃ）が０．７ＭＰａ・
ｍ１／２以上である請求項１～９のいずれか１項に記載の化学強化ガラス。
【請求項１１】
　内部引張層の面積Ｓｔ（ＭＰａ・μｍ）が、ＳｔＬ（ｔ）（ＭＰａ・μｍ）以下である
請求項１～１０のいずれか１項に記載の化学強化ガラス。
　（ここで、ｔは板厚（ｍｍ）であり、ＳｔＬ（ｔ）は板厚ｔのときのＳｔ　Ｌｉｍｉｔ
の値である。）
【請求項１２】
　内部引張層応力ＣＴ（ＭＰａ）が、ＣＴＬ（ｔ）（ＭＰａ）以下である請求項１～１１
のいずれか１項に記載の化学強化ガラス。
　（ここで、ｔは板厚（ｍｍ）であり、ＣＴＬ（ｔ）は板厚ｔのときのＣＴ　Ｌｉｍｉｔ
の値である。）
【請求項１３】
　酸化物基準のモル百分率表示で、ＳｉＯ２を５８～７０％、Ａｌ２Ｏ３を１０～１８％
、Ｂ２Ｏ３を０～３％、Ｐ２Ｏ５を０～２％、Ｌｉ２Ｏを８～１３％、Ｎａ２Ｏを２～６
％、Ｋ２Ｏを０～２％、ＭｇＯを０～５％、ＣａＯを０～６％、ＳｒＯを０～６％、Ｂａ
Ｏを０～６％、ＺｎＯを０～５％、ＴｉＯ２を０～１％、ＺｒＯ２を０．５～２％を含有
し、
　ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、Ｂ２Ｏ３、Ｐ２Ｏ５、Ｌｉ２Ｏ、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、ＭｇＯ、
ＣａＯ、ＳｒＯ、ＢａＯ及びＺｒＯ２の各成分の酸化物基準のモル百分率表示による含有
量を用いて、下記式に基づき算出されるＸの値が３００００以上である化学強化用ガラス
。
　Ｘ＝ＳｉＯ２×３２９＋Ａｌ２Ｏ３×７８６＋Ｂ２Ｏ３×６２７＋Ｐ２Ｏ５×（－９４
１）＋Ｌｉ２Ｏ×９２７＋Ｎａ２Ｏ×４７．５＋Ｋ２Ｏ×（－３７１）＋ＭｇＯ×１２３
０＋ＣａＯ×１１５４＋ＳｒＯ×７３３＋ＺｒＯ２×５１．８
【請求項１４】
　ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、Ｂ２Ｏ３、Ｐ２Ｏ５、Ｌｉ２Ｏ、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、ＭｇＯ、
ＣａＯ、ＳｒＯ、ＢａＯ及びＺｒＯ２の各成分の酸化物基準のモル百分率表示による含有
量を用いて、下記式に基づき算出されるＹの値が０．７以上である請求項１３に記載の化
学強化用ガラス。
　Ｙ＝ＳｉＯ２×０．００８８４＋Ａｌ２Ｏ３×０．０１２０＋Ｂ２Ｏ３×（－０．００
３７３）＋Ｐ２Ｏ５×０．０００６８１＋Ｌｉ２Ｏ×０．００７３５＋Ｎａ２Ｏ×（－０
．００２３４）＋Ｋ２Ｏ×（－０．００６０８）＋ＭｇＯ×０．０１０５＋ＣａＯ×０．
００７８９＋ＳｒＯ×０．００７５２＋ＢａＯ×０．００４７２＋ＺｒＯ２×０．０２０
２
【請求項１５】
　酸化物基準のモル百分率表示によるＺｒＯ２の含有量が１．２％以下である請求項１３
または１４に記載の化学強化用ガラス。



(4) JP 2019-11249 A5 2019.6.6

【請求項１６】
　酸化物基準のモル百分率表示によるＫ２Ｏの含有量が０．５％以上である請求項１３～
１５のいずれか１項に記載の化学強化用ガラス。
【請求項１７】
　酸化物基準のモル百分率表示によるＢ２Ｏ３の含有量が１％以下である請求項１３～１
６のいずれか１項に記載の化学強化用ガラス。
【請求項１８】
　失透温度Ｔが、粘度が１０４ｄＰａ・ｓとなる温度Ｔ４以下である、請求項１３～１７
のいずれか１項に記載の化学強化用ガラス。
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